
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

　
終
戦
か
ら
81
年
が
経
過
し
、

戦
争
を
経
験
し
た
世
代
が
減

少
し
、当
時
の
体
験
を
直
接

聞
け
る
機
会
が
失
わ
れ
て
き

て
い
る
今
、戦
後
を
生
き
る
私

た
ち
は
、戦
争
の
愚
か
さ
と

悲
し
み
、核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
を
改
め
て
認
識
し
、平
和

の
大
切
さ
や
尊
さ
に
つ
い
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
平
成
17
年
に「
非

核・平
和
都
市
宣
言
」を
行
い
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
を
訴
え
、こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
へ
平
和
の
尊

さ
を
提
唱
し
て
い
き
ま
す
。

市 

総
務
課

☎
５
３-

５
１
６
８

　
５
３-
５
１
４
８

問
FAX

米原市 非核・平和都市宣言
私たちのまち まいばら には
青い空と緑にはえる山々
清流のせせらぎ
みのり豊かな田園
母なるめぐみの湖（うみ)がある

まちかどや広場には
子どもたちの歓声が
若者たちの歌声が
軒先からは人々の
静かな語らいがきこえてくる

遠く海をこえた かなたにも
同じ人々のくらしと
しあわせがある

しかし 今
地球をおおう核の脅威は
あらゆる命のいとなみを破壊し
かけがえのない平和を
一瞬にして 奪いさろうとしている

私たちは 知っている
核兵器が
生きとし生けるもの
すべてを破滅しつくして
何も もたらさないことを

私たちは 知っている
すべての人間が手をつなぎ
平和な明日に向かって
力をよせあうことが
どんなに大切で
すばらしいかを

悲惨なヒロシマ ナガサキの体験から
核兵器を
「持たず 作らず 持ち込ませず」の
非核三原則を全世界に訴え
戦争の放棄 恒久の平和を誓った
平和憲法を
私たちは 守ります

人々の明日にとって
子どもたちの笑顔が
若者たちの明るい未来が
いきいきとした命のいとなみが
永遠に続くことを願っている

私たちは 訴えます
核を持つすべての国々に
すべての核兵器を 今 すてよ！と

この市民の声と 願いを
世界に広く訴えるため
ここに米原市は
「非核・平和都市」を宣言する

平成17年6月24日
米原市

　
米
原
駅
で
１
世
紀
以
上
駅
弁

販
売
を
さ
れ
た
井
筒
屋
。湖
北
地

域
な
ら
で
は
の
食
材
を
生
か
し
た

そ
の
味
わ
い
は
、長
年
に
わ
た
り

市
民
の
方
に
も
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
井
筒
屋
は
安
政
元
年（
１
８
５

４
年
）に
長
浜
で
旅
館
営
業
を
開

始
し
、米
原
駅
が
開
業
し
た
明
治

22
年（
１
８
８
９
年
）に
、駅
構
内

で
駅
弁
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
昨
年
２
月
末
、多
く
の
フ
ァ
ン
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
駅
弁
販
売
を

終
了
し
ま
し
た
が
、井
筒
屋
に
は
、

駅
構
内
で
の
弁
当
販
売
許
可
を
得

る
た
め
の
当
時
の
書
類
や
、戦
前

か
ら
近
年
ま
で
の
駅
弁
の
掛
け
紙

（
包
装
用
紙
）、調
理
器
具
類
、旅
館

営
業
に
関
す
る
帳
簿
な
ど
の
貴
重

な
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
、こ
う
し
た
資
料
一

式
を
市
に
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、今
年
の
４
月
22
日
、市
は
寄

贈
い
た
だ
い
た
資
料
の
う
ち
３
４

５
点
を「
井
筒
屋
資
料
」と
し
て
市

の
文
化
財（
歴
史
資
料
）に
指
定
し

ま
し
た
。

　
日
本
固
有
の
駅
弁
文
化
を
示
し
、

「
鉄
道
の
ま
ち
・
ま
い
ば
ら
」を
象

徴
す
る
こ
れ
ら
の
資
料
を
、末
永

く
保
存
・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

鉄
道
の
ま
ち
・
ま
い
ば
ら
の

歴
史
を
物
語
る

駅弁販売

京都市立芸術大学　畑中 英二 教授 (市文化財保護審議会委員)
　日本を代表する文化の一つとされる駅弁。
その関係資料が一括して自治体の指定文化
財になっているものはほかになく、今回の事
例は全ての先駆けとなります。
　米原は、近畿と東海・北陸をつなぐ結接点
にあたり、多くの人々が行き交いました。その
地でご当地の駅弁を１世紀以上にわたって提
供し続けたのが井筒屋でした。その営みは、歴代の駅弁の掛け
紙や、国鉄との間で交わされた大量の書類から伺い知ることが
できます。また、井筒屋は旅館やスーパーなども営んでおり、地
域に根ざした経営が展開されていた資料も残されています。
　これらの資料は井筒屋がいかにして駅弁を作り続けてきたか、
地域の中でどのようにあろうとしていたかを示すものであり、本
資料が「鉄道のまち・まいばら」を支えた産業・文化の一コマとし
て末永く保管され、語り継がれることを願っています。

「井筒屋資料」市文化財指定に寄せて昭和前期「汽車土瓶」も市文化財に指定
　「井筒屋資料」の指定に
あわせて、平成６年に見つ
かった昭和前期の「汽車
土瓶」12点も市文化財
(歴史資料)に指定しまし

た。「ぬまづ/桃中軒」(沼津駅)、「東華軒」(小田原駅)といった文
字があり、東海道本線を旅してきたことが伺えます。

企画展「鉄道の町・まいばらと井筒屋」開催中！
　「井筒屋資料」の市文化財指定を記
念し、伊吹山文化資料館で企画展「風
味・風土・風景感じる駅弁～鉄道の町・
まいばらと井筒屋～」を開催中です！

井筒屋資料を新たに市の文化財に指定
市 生涯学習課　☎53-5154　　53-5129　　問 FAX

い　  づつ　  や

はたなか えい じ

期間  ９月13日(日)まで

　私たちの平穏な日常は、決して当たり前のものではありません。
　令和６年に建立した「平和の礎」は、尊い犠牲を捧げられた方 を々追悼するだけでなく、平和の大切さを学ぶ拠点
でもあります。
　この場所では、市内の小学生たちがご遺族の方から当時の体験を直接伺う「平和学習」を行っています。凄惨な
戦争の記憶に触れ、当時の苦しみを知ることで、他者の心に想いを馳せる想像力と、平和を自らの課題として捉え、
行動できる力を養ってほしいと願っています。
　現在、目を世界に転じれば、今なお争いに苦しむ人々が絶えません。平和を守り続けるためには、私たち一人ひと
りがその尊さを自分自身に問い直すことが重要であると感じています。
　この穏やかな日常を、次代を担う子どもたち、そしてその先の世代へと守り伝えていくことは、今を生きる私たちの
使命です。これからも市民の皆様とともに、争いのない未来へ歩みを進めてまいります。

平和のバトンを次代の子どもたちへ

伊吹山文化資料館　☎58-0252問

広報まいばら 2026.08　　⑥⑦　　広報まいばら 2026.08
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